
市は、たばこ対策セミナー～
煙にさようなら～を開きます。
喫煙は、本人だけでなく、家
族や周囲の人のがんや循環器・
消化器・呼吸器疾患のリスクを
高めます。また、お肌やお財布
にも悪影響を及ぼします。
自分や大切な家族のために、
卒煙の方法を学びませんか。
日にち＝ 2月 18 日㈭
時間＝午後 1時 30 分～ 4時
場所＝保健センター
内容＝▼講演（午後 2時から。
講師…医師の土井たかしさん。
テーマ…たばこについて考えて
みよう）▼卒煙者からのメッ
セージ「私がたばこをやめた理
由」▼展示コーナー▼一酸化炭
素濃度測定・血管年齢測定など
定員＝先着 50 人
費用＝無料
申込方法＝ 2月 12 日㈮まで
に電話で申し込んでください
土・日曜日、祝日を除きます。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
食
品
や
人
な

ど
か
ら
感
染
し
ま
す
。
症
状
は
、
お

う
吐
・
下
痢
・
吐
き
気
・
腹
痛
な
ど

で
す
。

【
感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

▼
食
品
は
、
中
心
温
度
８５
℃
以
上

で
１
分
以
上
加
熱
す
る

▼
調
理
器
具
は
、
熱
湯
で
消
毒
す

る
▼
お
う
吐
・
下
痢
な
ど
の
症
状
が

あ
る
人
は
、
食
品
を
取
り
扱
わ
な
い

▼
感
染
者
の
お
う
吐
物
・
ふ
ん
便

は
、
使
い
捨
て
手
袋
・
マ
ス
ク
を
着

け
、
次
の
手
順
で
処
理
す
る

①
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
拭
き

取
る
②
水
で
薄
め
た
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
系
の
漂
白
剤
で
浸
す
よ
う

に
拭
き
取
る
③
水
拭
き
す
る
④
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
密
閉
し
て
捨
て
る

▼
十
分
に
換
気
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
人
の
せ

き
や
く
し
ゃ
み
か
ら
感
染
し
ま
す
。

３８
℃
以
上
の
急
な
発
熱
・
せ
き
・
の

ど
の
痛
み
・
全
身
の
だ
る
さ
な
ど
が

現
れ
ま
す
。

【
感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

▼
手
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒
す
る

▼
予
防
接
種
を
受
け
る

▼
体
調
が
悪
い
時
は
人
混
み
を
避

け
、
外
出
す
る
時
は
マ
ス
ク
を
す
る

【
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら
】

▼
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

▼
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
せ
き

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
掛
け
る

▼
睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
安
静
に

す
る▼

お
茶
・
ス
ー
プ
な
ど
で
水
分
を

十
分
に
補
給
す
る

1 月 8 ～ 11 日、コミュ
ニティホールで市立幼稚園
絵画展が開かれました。会
場には、「幼児一人一人の
心を大切に」をテーマに園
児たちの自由な発想から生
まれた作品が並びました。

初日は、三山木幼稚園児
によるテープカットの後、
市内各園の園児が訪れ、自
分や友達の作品を見つけて
「ぼくのあった！」など歓
声を上げていました（＝写
真）。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
に
よ
る
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
や

高
齢
者
は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
に
触
れ
た
手
か

ら
感
染
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
予
防
に

は
手
洗
い
が
効
果
的
で
す
。
冬
の
感
染
症

を
予
防
し
、
自
分
や
家
族
の
健
康
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課
（
☎
６４
・

１
３
３
５
）

申込・問合せ先
健康推進課（☎64-1335）
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日本年金機構は、老齢年金の受給者へ「平成 27 年
分公的年金等の源泉徴収票」を 2月中旬までに郵送し
ます。確定申告などに必要ですので大切に保管してく
ださい。
国民年金・厚生年金・共済組合などが支給する公的
年金は、所得税法上「雑所得」となります。老齢・退
職を理由とする年金には所得税が課され、年金額から
源泉徴収されます。障害・遺族年金は非課税のため、
源泉徴収はありません。
源泉徴収票が届かない・紛失したなどの場合は日本
年金機構で再発行を受け付けています。基礎年金番号
を確認し、本人が「ねんきんダイヤル」へ連絡してく
ださい。
受付時間＝▼平日…午前8時30分～午後5時15分。
月曜日は午後 7時まで▼第 2土曜日…午前 9時 30 分
～午後 4時
問合せ先＝▼ねんきんダイヤル（☎ 0570-05-1165。
IP 電話・PHS は☎ 03-6700-1165）▼京都南年金事
務所（☎ 075-644-1165）▼市民年金課（☎ 64-1333）

市は、現行の第 3次京田辺市総合計画の
「基本計画」に代わる新たな「まちづくり
プラン」と、まち・ひと・しごと創生法に
基づく「まち・ひと・しごと創生人口ビジョ
ン・総合戦略」の策定を進めています。
両計画の案について、みなさんからの意
見を募集します。
資料閲覧場所＝市ホームページ、企画調
整室、中央図書館、中央公民館、北部・中

部住民センター、三山木福祉会館、社会福
祉センター
提出方法＝資料閲覧場所にある募集用紙
に住所・氏名・意見を書いて、持参・郵送・
電子メールで送信してください
提出期間＝2月10日㈬～3月9日㈬（必着）
提出・問合せ先＝企画調整室（〒 610-
0393〈住所不要〉、☎ 64-1310、メールア
ドレス kikaku@kyotanabe.jp）

市は、下水道事業経営審議会の市民委
員を募集します。
市の下水道事業は、現在、地方公営企
業法の適用に向けた取り組みを行ってい
ます。同審議会では、今後の下水道事業
の経営のあり方について話し合います。
対象＝市内に在住する 20 歳以上で、
平日昼間に開く会議に出席できる人

会議の回数＝年 6回程度
任期＝ 2年間。報酬あり
募集人数＝ 2人

応募方法＝はがきに、住所・氏名・年
齢・性別・職業・電話番号・下水道事業
について関心のある事柄を書いて、持参・
郵送してください
しめきり＝ 2月 19 日㈮（必着）
応募・問合せ先＝下水道課（〒 610-
0332 京田辺市興戸犬伏 18-1、☎ 64-
1352）

同システムは、マイクの音
声を補聴器などに直接伝える
機器で、人が多く集まる講演
会場や雑音が多い屋外など
で、音声を聞き取りやすくす
るものです。
対象＝市内に在住する難聴
者・難聴者団体・イベントの
主催者など
貸出機器＝▼携帯型磁気
ループシステム一式▼受信機
（5台まで）
期間＝ 1週間以内
利用料＝無料
申請方法＝空き状況を確認
し、前日までに申請書を提出
してください

ごみを減らすことは、地球と財布に優しい暮らしを実現す
ること。必要なのは、私たち一人ひとりのちょっとした心掛
けです。ごみ減量のヒントを紹介するシリーズの 2回目は、
粗大ごみの減量についてです。

市は、「京田辺エコパー
クかんなび」から、第８回
子どもポスター展の受賞作
品を描いたマグネットシー
トを寄贈いただきました。
「もったいない」の思いを
込めた子どもたちの作品で
ごみ収集車を飾り、ごみの
減量化を呼び掛けます。

市は、三山木地区特定土地区画
整理地区内の保留地 5カ所を一般
競争入札で売却します。
同地区は、市南部拠点として整
備が進み、商業施設や、保育所（地
域子育て支援センター）、小学校
などが立地する利便性の高い地域
です。
希望する人は、三山木整備室か
市ホームページにある売却案内書を
確認し、物件の詳細や現況を調査し
てから申し込んでください。なお、
郵送では受け付けできません。
売却物件＝右表のとおり

受付期間＝ 2 月 12 日㈮～ 26
日㈮午前 9 時～午後 5 時（正午
～午後 1時、土・日曜日を除く）
入札日＝ 3月 11 日㈮
申込・問合せ先＝三山木整備室

（☎ 65-5540）

市は、松井財産区所有地を
一般競争入札で売却します。
希望する人は、総務室か市
ホ－ムペ－ジにある実施説明
書を確認し、物件の詳細や現
況を調査してから申し込んで
ください。なお、郵送では受
け付けできません。
【売却物件】
場所＝山手東二丁目 1 番
10（＝上図）

地目＝宅地
面積＝ 150.16㎡
予定価格＝ 25,361,000 円
【受付期間】
2 月 4 日㈭～ 18 日㈭午前

9時～午後 5時（正午～午後
1時、土・日曜日、祝日を除く）
【入札日】
3 月 7 日㈪
【申込・問合せ先】
総務室（☎ 64-1337）

市
は
、
市
民
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
組
織
づ
く
り
や
仲
間
集

め
、
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
方
法
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
市
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。市

民
団
体
な
ど
で
活
動
し
て
い
る

人
や
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
に
役
立
つ
情
報
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

日
時
・
内
容
＝
下
表
の
と
お
り

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
在
住･

通
勤･

通

学
す
る
人

講
師
＝
京
都
市
市
民
活
動
総
合
セ

ン
タ
ー
の
久
留
宮
共
樹
さ
ん

定
員
＝
各
回
４０
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・「
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望

（
第
１
回
・
第
２
回
・
両
方
の
別
）」・

保
育
（
６
カ
月
～
就
学
前
）
を
希
望

す
る
人
は
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢

を
、
返
信
用
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
ま
で
。

し
め
き
り
＝
２
月
２２
日
㈪（
必
着
）

申
込･

問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不

要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
４
）

市
民
税
・
府
民
税
申
告
と
、
所
得
税
・

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は

期
間
中
に
忘
れ
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
１
月
１
日
発
行
の
広
報
京

た
な
べ
に
折
り
込
み
の
税
特
集
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間
＝
２
月
１６
日
㈫
～
３
月
１５
日
㈫

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間
・
場
所
＝
▼
市
民
税
・
府
民
税
申

告
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
▼
確
定
申
告
…
午
前
９
時
～

午
後
５
時
・
宇
治
税
務
署

申
告
に
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
、
前
年
の

収
入
金
額
や
必
要
経
費
が
分
か
る
も
の

（
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

〈
原
本
〉
な
ど
）、
所
得
控
除
・
税
額
控
除

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
生
命
・

地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
、
国
民

健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の

支
払
金
額
が
分
か
る
も
の
、
医
療
費
控
除

を
受
け
る
場
合
は
医
療
費
の
明
細
書
）、

本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
、

前
年
分
の
申
告
書
の
控
え

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
税
・
府
民
税
申

告
に
関
す
る
こ
と
…
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
７
）
▼
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と

…
宇
治
税
務
署
（
☎
４４
・
４
１
４
１
）

市は、身体に障がいがある人
が、介護保険を利用して福祉用
具の貸与を受けた場合の自己負
担額を助成します。
申請対象＝平成 27 年 7 月～
12 月の福祉用具貸与の自己負
担分
対象者・福祉用具＝下表のと
おり
申請方法＝介護保険自己負担
額の領収書（写し可）、介護保
険被保険者証・身体障害者手帳
の写し、印鑑、振込先の金融機
関の口座番号が分かるものを持
参してください
新たに申請する人や口座を変
更する人は、通帳の写し（名義・
支店名・口座番号が分かるペー
ジ）が必要です。
しめきり＝ 3月 4日㈮

粗大ごみは収集後、燃やすご
みなどのように、そのまま焼却
処理されるわけではありませ
ん。まず人の手で、金属が含ま
れているものと含まれていない
ものに選別します。次に、それ
ぞれ専用機械で破砕し、リサイ
クル可能な金属類を回収した
後、残ったものを焼却します。
こうした工程を経て処理される
粗大ごみの処理費用は、年間約
5千万円に上ります。
しかし、粗大ごみの中には、
まだまだ使えるものも多く含ま
れています。粗大ごみを出す前
に、「もったいない」を意識し、

修理・再利用できないか考えて
みましょう。
市と協働でリユース事業を行
うボランティア団体「京田辺エ
コパークかんなび」は、市民か
ら譲り受けた不要品を修理・清
掃して再生し、格安で販売して
います。
再利用できる粗大ごみは、ご
みとして出さずに同団体に提供
しましょう。あなたの粗大ごみ
が、誰かの宝物になるかもしれ
ませんよ。
問合せ先＝▼清掃衛生課（☎
68-1288）▼京田辺エコパーク
かんなび（☎ 27-5839）

市
は
、
市
民
農
園
の
利
用
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。

市
民
農
園
は
、
地
域
の
農
家

組
合
が
管
理
・
運
営
し
、
休
憩

所
・
給
水
施
設
な
ど
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
野
菜
作
り
を
体
験
し
、
収
穫

の
喜
び
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

利
用
開
始
日
＝
４
月
１
日
㈮

農
園
名
・
料
金
な
ど
＝
下
表

の
と
お
り
。
１
世
帯
に
つ
き
１

区
画登

録
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

希
望
す
る
農
園
名
（
複
数
希
望

の
場
合
は
、
優
先
順
位
も
記

入
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
登
録

順
を
決
定
し
、
空
き
に
応
じ
て

利
用
の
案
内
を
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
１５
日
㈪

（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
農
政
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所

不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
６
２
）

シリーズ② もったいない！ごみを宝に

㊧「京田辺エコパークかんなび」のみな
さんとポスターで飾ったごみ収集車



自
転
車
は
、
身
近
な
交
通
手
段
で
あ
る
ほ

か
、
環
境
に
優
し
く
健
康
に
も
良
い
こ
と
か

ら
、近
年
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
幅
広
い
世
代
に
人
気
で
す
。

本
市
を
含
む
「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
」

は
、
木
津
川
沿
い
に
嵐
山
（
京
都
市
）
へ
至

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
毎
年
９
月
に
け
い
は
ん
な
サ
イ
ク

ル
レ
ー
ス
が
開
か
れ
る
な
ど
、
多
く
の
自
転

車
愛
好
家
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
中
に
も「
自
転
車
レ
ー
ス
っ
て
見
る
だ

け
で
も
楽
し
い
の
？
」「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始

め
た
い
」と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
。

そ
こ
で
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化

促
進
協
議
会
は
、
け
い
は
ん
な
自
転
車
フ
ェ

ス
２
０
１
６
を
開
き
ま
す
。

自
転
車
の
「
見
る
」
楽
し
さ
と
「
乗
る
」

楽
し
さ
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

【
日
に
ち
】

３
月
１２
日
㈯

【
場
所
】

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

【
第
一
部
・
団
長
と
栗
村
さ
ん
の
自
転
車

ば
な
し
】

芸
能
界
屈
指
の
自
転
車
愛
好
家
・
安
田
大

サ
ー
カ
ス
の
団
長
安
田
さ
ん
（
＝
写
真
㊧
）

と
、
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
大
会
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
栗
村
修
さ
ん
が
、
自
転
車
レ
ー

ス
の
楽
し
み
方
や
京
都
ス
テ
ー
ジ
の
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
。
ま
た
、

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の

乗
り
方
な
ど
、
実

演
を
交
え
な
が
ら

自
転
車
の
魅
力
を

分
か
り
や
す
く
伝

え
ま
す
。

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

対
象
＝
本
市
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人

定
員
＝
１
０
０
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に

「
第
一
部
申
込
み
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
希
望
者
全
員
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

年
齢
を
、
返
信
用
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
代

表
者
氏
名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
。
１
歳
未
満

は
申
込
不
要
で
す

【
第
二
部
・
親
子
自
転
車
教
室
「
ウ
ィ
ー

ラ
ー
ス
ク
ー
ル
in
け
い
は
ん
な
」】

全
国
で
自
転
車
普
及
活
動
を
行
う
ブ
ラ
ッ

キ
ー
中
島
さ
ん
が
、
自
転
車
の
乗
り
方
を
楽

し
く
教
え
ま
す
。

時
間
＝
午
後
４
時
～
５
時

対
象
＝
本
市
に
在
住
・
通
学
し
、
補
助
輪

な
し
で
自
転
車
に
乗
れ
る
小
学
生
の
親
子

定
員
（
子
ど
も
）
＝
１０
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

服
装
＝
動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に

「
第
二
部
申
込
み
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
学

校
名
・
学
年
・
身
長
、
保
護
者
の
氏
名
・
ふ

り
が
な
を
、
返
信
用
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

第
一
部
・
第
二
部
の
両
方
に
申
し
込
む
場

合
は
、
は
が
き
を
別
に
し
て
く
だ
さ
い
。
各

部
２
通
以
上
の
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

【
し
め
き
り
】

２
月
２２
日
㈪
（
必
着
）

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

企
画
調
整
室
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住

所
不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
０
）
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同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学
科
オ
ペ
ラ
ク
ラ
ス
は
、
卒

業
公
演
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
を
上

演
し
ま
す
。
全
４
幕
を
イ
タ
リ
ア
語
で
上
演
。
字
幕
付

き
な
の
で
安
心
で
す
。
日
本
語
と
は
一
味
違
う
雰
囲
気

で
、
オ
ペ
ラ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
２
月
２０
日
㈯

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
（
開
場
は
午
後
１
時
３０
分
）

場
所
＝
同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
新
島

記
念
講
堂

定
員
＝
８
０
０
人

入
場
料
＝
無
料

申
し
込
み
＝
不
要

問
合
せ
先
＝
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
・
文
学
研

究
科
事
務
室
（
音
楽
学
科
）（
☎
６５
・
８
５
０
１
）

【作り方（6個分）】
①あんを 6個に分けて丸める。
②抹茶と砂糖をお湯に溶かしておく。
③小麦粉とベーキングパウダーを一緒
にふるっておく。
④❸に❷を少しずつ入れながら、耳た
ぶぐらいの柔らかさになるまでこねる。
ラップをして約 20分間置いておく。
⑤❹を 6個に分けて手で広げ、❶の
あんを包み丸く形を整える。クッキング
シートを直径 3㎝の丸形に切り、底面に
貼り付ける。
⑥蒸し器に入れ、霧吹きをして 10分
蒸す。

市
は
、
魅
力
★
発
見

バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

京
田
辺
の
今
・
昔
・

未
来
を
肌
で
感
じ
、
私

た
ち
の
ま
ち
・
京
田
辺

の
新
た
な
魅
力
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
３
月
３
日
㈭

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ロ

ビ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
す
る

人
内
容
＝
▼
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅

（
玉
露
・
菓
子
の
無
料
接
待
。
新
鮮

農
作
物
の
買
い
物
も
可
）
▼
同
志
社

大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス（
礼
拝
堂
・

歴
史
資
料
館
の
見
学
）
▼
新
名
神
高

速
道
路
工
事
現
場
（
説
明
と
見
学
）

定
員
＝
２０
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
℻
・
電
子
メ
ー
ル
に

「
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
送
信
し
て
く

だ
さ
い

電
子
メ
ー
ル
は
３
日
以
内
に
返
信

が
な
け
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
２
月
１６
日
㈫

申
込
・
問
合
せ
先
＝
秘
書
広

報
課
（
☎
６４
・
１
３
２
０
、
℻

６２
・
３
８
３
０
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

mayor@kyotanabe.jp

）

大
住
・
普
賢
寺
児
童
館
は
、
親
子
教

室
を
開
き
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
手
遊
び
・
リ
ズ
ム
遊

び
・
運
動
遊
び
な
ど
、
親
子
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

期
間
＝
４
月
１２
日
㈫
～
７
月
８
日
㈮

場
所
・
対
象
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

定
員
＝
各
ク
ラ
ス
２０
人

多
数
の
場
合
は
初
め
て
の
人
を
優
先

し
、
２
月
２９
日
㈪
午
前
１０
時
か
ら
各
児

童
館
で
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用

に
希
望
ク
ラ
ス
（
曜
日
と
午
前
か
午

後
）・
住
所
・
親
子
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

子
ど
も
の
性
別
と
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
、
返
信
用
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
、
希
望
す
る
児
童
館
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い

初
め
て
参
加
す
る
人
は
「
初
め
て
参

加
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
か

の
児
童
館
で
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
初
め
て
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
両
児
童

館
へ
重
複
し
て
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無

効
で
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
１９
日
㈮
（
当
日
消

印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
大
住
児
童
館

（
〒
６
１
０
・
０
３
４
３
京
田
辺
市
大

住
内
山
７
、
☎
６８
・
２
２
２
５
）
▼
普

賢
寺
児
童
館
（
〒
６
１
０
・
０
３
２
３

京
田
辺
市
水
取
門
田
６
・
３
、
☎
６５
・

０
１
５
３
）

抹茶は、茶葉を蒸して
乾燥させた「碾（てん）茶」
を石臼で挽いたもの。
市内で生産される抹茶
は、苦みのない濃い旨み
が特徴です。
問合せ先＝健康推進課

（☎ 64-1335）

今年 5月 30日に本市と精華町を
舞台に開かれるツアー・オブ・ジャ
パン京都ステージ。みなさんにレー
スを楽しんでもらうため、さまざま
な情報をシリーズでお届けします。

全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
実
行
委

員
会
は
、「
第
１０
回
全
国
大
学

ま
ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
京
田
辺
」
を
開
き
ま
す
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全
国

の
大
学
生
・
大
学
院
生
が
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
本
市
を
調
査
・

研
究
し
て
、
学
生
ら
し
い
自
由

な
発
想
で
考
え
た
政
策
を
発
表

し
ま
す
。

政
策
提
言
発
表
会
で
は
、
審

査
員
に
よ
る
審
査
の
ほ
か
、
会

場
の
み
な
さ
ん
も
投
票
で
き
ま

す
。
学
生
の
独
創
性
あ
ふ
れ
る

政
策
提
言
に
耳
を
傾
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

ま
た
、
２
月
２８
日
㈰
・
２９
日

㈪
に
は
、
学
生
が
市
内
で
資
料

収
集
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
＝
３
月
１
日
㈫

時
間
・
内
容
＝
▼
午
前
９
時

３０
分
か
ら
…
政
策
提
言
発
表
会

▼
午
後
４
時
か
ら
…
審
査
発

表
・
表
彰
式

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
恵
道
館

問
合
せ
先
＝
全
国
大
学
ま
ち

づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京

田
辺
実
行
委
員
会
（
市
民
参
画

課
内
、
☎
６４
・
１
３
１
４
）

市
は
、
全
国
玉
露
の
う
ま
い
淹
れ
方
コ
ン
テ

ス
ト
の
京
都
府
予
選
に
出
場
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。
優
勝
者
は
京
都
府
代
表
と
し
て
、
３
月

１３
日
㈰
に
福
岡
県
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
の
二

回
戦
に
出
場
で
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２８
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
５０
人
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

費
用
＝
１
千
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
年
齢
、
性
別
、
茶

器
セ
ッ
ト
持
参
・
借
用
の
別
を
書
い
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
ま
で

し
め
き
り
＝
２
月
１７
日
㈬
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
農
政
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
６
２
）

日本語字幕付き

広告

楽しく乗り方を教わろう！

同志社・同志社女子大学には駐車場がありませんので、公共交通機関で来場してください
（多々羅キャンパスを除く）。

市
は
、
同
志
社
大
学
と
連
携
し
「
大
学
生
と
語
る
ス

ポ
ー
ツ
の
未
来
会
議
」
を
開
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
伝
え
、
地
域
と
大
学
を
つ
な
ご

う
と
活
動
す
る
同
大
学
の
講
師
・
学
生
や
学
生
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
と
一
緒
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ま
ち
と

市
民
を
元
気
に
す
る
方
法
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
３
月
５
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
所
＝
同
志
社
大
学
多
々
羅
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容
＝
▼
講
演
（
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
・
課

題
と
取
り
組
み
）
▼
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
）講

師
＝
同
志
社
大
学
嘱
託
講
師
の
高
橋
仁
美
さ
ん

定
員
＝
先
着
３０
人

申
込
方
法
＝
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
を
希
望
す
る
人
は

２
月
２２
日
㈪
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝

市
民
参
画
課
（
☎
６４
・
１
３
１
４
）

京田辺・木津川市、精華町の国際交
流員が、アメリカとイギリスで流行し
たダンスを紹介します。マカレナ・ダ
ンスや、ウィップ、ネイネイなど、
体を使ったダンスやゲームに
チャレンジしよう。
日にち＝ 3月 26 日㈯
時間＝午前 10 時～正午
場所＝木津川市東部交流会

館
対象＝京田辺・木津川市、
精華町に在住・通学する小学生
と保護者
定員＝ 60 人
多数の場合は抽選します。
申込方法＝往復はがきの往信用に

「親子 de レッツ・ダンス！」参加希望、
住所、氏名・ふりがな、年齢、保護者
氏名・ふりがな、学校名（京田辺・木
津川市、精華町以外に在住する人）、
電話番号を書いて郵送するか、
木津川市ホームページから申
し込んでください
申し込み 1 件につき小学

生・保護者合わせて４人まで。
しめきり＝ 3月 1 日㈫（必

着）
申込・問合せ先＝木津川市

学研企画課（〒 619-0286〈住所
不要〉、☎ 75-1201、ホームページ
http://www.city.kizugawa.lg.jp/index.
cfm/8,20973,39,178,html）

京田辺国際交流協会は、「英語で楽し
く、親子で遊ぼう！」を開きます。外
国人の先生が話す生の英語を聞い
て、楽しく遊びながら学びませ
んか。
日にち＝ 4月～ 8 月の第 4
木曜日・9月 29 日㈭（全 6回）
時間＝午後 4 時 30 分～ 5
時 15 分
場所＝キララギャラリー

（近鉄新田辺駅東）
対象＝市内に在住・通学する小
学校新 1～ 3年生（保護者同伴）
講師＝京都インターナショナルユニ

バーシティアカデミーの学生
定員（子ども）＝先着 10 人
受講料＝ 1,200 円（6回分）
申込方法＝ 2 月 26 日㈮～ 3
月 25 日㈮に電話で申し込ん
でください
【無料体験教室】
日時＝ 2 月 25 日㈭午後 4

時 30 分～ 5時 15 分
申込方法＝ 2 月 8 日㈪～ 17

日㈬に電話で申し込んでください
【申込・問合せ先】

京田辺国際交流協会事務局（市民参
画課内、☎ 64-1314）



物をおしゃれなベストにリフォーム
先着 8 人 300 円 2 月 8 日㈪

9 時 30 分以降に☎問清掃衛生課（☎
62-4328）

パパとあそぼう
2 月 13 日 ㈯ 9 時

45 分～ 10 時 45 分、
大住児童館 市内に
在住する乳幼児と父
親。母親の見学可
手遊び・体操・おも
ちゃ作りなど 先着
20 組 2 月 8 日㈪ 10 時以降に☎・
来館問大住児童館（☎ 68-2225）

初心者向け料理教室
2 月 13 日㈯ 10 ～ 13 時、中央公

民館 講義・実習（京田辺の野菜を
使った一汁三菜）。講師＝リボーン・
フード・エデュケーション研究所代
表・京都ノートルダム女子大学名誉
教授の米田泰子さん 先着 24 人
500 円 2 月 10 日㈬ 12 時までに
☎問▼京田辺ネットワークの会かが
やき（中央公民館内、☎ 62-2552）
▼米田（☎ 090-3825-8348）

もどり場だんだん
2 月 10 日㈬ 10 時～ 16 時、北部

住民センター 子どもから高齢者ま
で 交流会 300 円問 NPO 法人
そよかぜ子育てサポート（☎ 62-
9672）

ジョイフルコンサートⅫ
2 月 11 日㈷ 14 時から、中央公

民館 ピアノ演奏・朗読 500 円。
学生は無料問▼音楽連盟・羽馬（☎
63-3452）▼文化協会（中央公民館
内、☎ 62-2552）

普通救命講習
AED用いた心肺蘇生
▼ 2 月 12 日㈮ 9 時～ 12 時、消

防署北部分署 先着 10 人▼ 2 月
13 日㈯ 9 時～ 12 時、消防署 先
着 15 人 AED（自動体外式除細
動器）を用いた心肺蘇生の講習。一
定レベル以上の技術を習得した人に
は修了証を発行 前日までに☎問▼
消防署（☎ 63-1125）▼消防署北
部分署（☎ 65-0119）

古文書を読む会
2 月 13 日㈯ 10 時～ 12 時、社会

福祉センター 講師＝精華町教育委
員会の中川博勝さん 300 円問京
田辺市郷土史会・土居（☎・ＦＡＸ 63-
5473）

ファミリー・サポート・センター
説明・講習会
2 月 14 日㈰ 10 時 30 分～ 16 時

30 分（援助を受けたい人は 12 時
まで）、子育てひろば「てふてふ」

子育てを援助したい人・援助を受
けたい人 地域で子育ての相互援助
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学校給食食材の納入
業者登録を受け付け
平成 28 年度の市立小学校の給食

食材発注指名業者の登録を受け付け
ます 申請書を 2 月 8 日㈪～ 3 月
7 日㈪に提出。登録有効期間＝ 4 月
1 日～平成 29 年 3 月 31 日問学校
環境整備課（☎ 64-1393）

児童手当を振り込み
児童手当・特例給付を受給して

いる人には、2 月期分（平成 27 年
10 月～同 28 年 1 月分）を 2 月 10
日㈬～ 17 日㈬に振り込みます。公
務員を除く問子育て支援課（☎ 64-
1376）

就学通知書の確認を
市立小・中学校の新入学予定者に

就学通知書を郵送しました。届いて
いない人は連絡をお願いします。市
立小・中学校以外に入学の場合は、
3 月 18 日㈮までに就学通知書・入
学許可書・印鑑を持参し手続きを
してください問学校教育課（☎ 64-
1392）

もの作り教室
2 月 22 日㈪ 10 時～ 12 時、環境

衛生センター甘南備園リサイクルプ
ラザ 市内に在住・通勤する人 着

人以上で構成する団体。詳しくは問
い合わせ 18歳以上1人500円（年
会費） 申込書と必要書類を 2 月
20 日㈯ 12 時までに持参問文化協
会（中央公民館内、☎ 62-2552）

地球温暖化防止セミナー
2 月 21 日㈰ 13 時 30 分～ 15 時、

中央公民館 テーマ＝小売り電力自
由化について。講師＝気候ネット
ワーク主任研究員の豊田陽介さん問
環境課（☎ 64-1366）

子育て講演会
2 月 21 日㈰ 13 時 30 分～ 15 時

30 分、中央公民館 テーマ＝まち
づくりはひとづくり～崇仁の今日
と明日～。講師＝ NPO 法人崇仁町
づくりの会副理事長の菱田不二三
さん問社会教育・スポーツ推進課

（☎ 64-1394）

コーラスかがやき
2 月 25 日 ㈭、3 月 10 日 ㈭・24

日㈭。いずれも 14 時～ 16 時、中
央公民館 唱歌などをピアノ伴奏で
合唱 300 円。かがやき会員 200
円問京田辺ネットワークの会かがや
き（中央公民館内、☎ 62-2552）

活保護・20 歳以上 65 歳未満の同
居人がいる世帯を除く 申請書を 2
月 29 日㈪までに提出。3 月以降の
申請は支給決定が夏以降となります
問▼山城北保健所綴喜分室（☎ 63-
5747） ▼ 子 育 て 支 援 課（ ☎ 64-
1376）

臨時福祉給付金
2月中に申請を
平成 27 年度臨時福祉給付金の申

請期限は 2 月 29 日㈪です。給付対
象で申請がまだの人は、早めに提出
してください問社会福祉課（☎ 64-
1371）

介護予防・日常生活支援
総合事業が始まります
3 月から、介護保険予防給付の訪

問介護（ヘルパー）・通所介護（デ
イサービス）が、「介護予防・日常
生活支援総合事業（新しい総合事
業）」へ移行します。同事業は、要
支援者などを効果的・効率的に支援
するため、市町村が地域の実情に
合った多様なサービスを提供するも
のです。当面、市の介護サービスに
変更はありませんが、3 月以降、相
談に来所する 65 歳以上の人には、
適切なサービスを提供するため専門
の職員が生活や体の状況を詳しく伺
います。今後、みなさんの意見を
聞きながらサービス内容を充実さ
せる予定です問高齢介護課（☎ 64-
1373）

書き損じはがきで
ラオスの小学生を支援
ボランティアサークル「ゆうゆう」

は、書き損じはがきや古切手などを
集めています。集めたはがきは（一財）
民際センターへ寄付し、ラオスの小
学生の奨学金として毎年支援してい
ます。一人でも多く支援するため、
みなさんのご協力をお願いします。
収集箱設置場所＝市役所・社会福祉
センター・山城田辺郵便局・中央図
書館・中央公民館など問社会福祉協
議会（☎ 62-2222、ＦＡＸ 65-4962）

広告広告

を行うファミリー・サポート・セン
ターの会員登録説明・講習会。登録
には顔写真 2 枚（縦 3㎝×横 2㎝）・
印鑑が必要 保育希望者は☎問京田
辺市ファミリー・サポート・センター

（☎ 62-1175）

得するまちのゼミナール
2 月 22 日㈪～ 3 月 24 日㈭、市

内の 27 店舗 店主が講師となり、
プロならではの知識やこつを伝える
ミ ニ 講 座。 詳 し く は 市 商 工 会

（http://kyotanabe.kyoto-fsci.
or.jp/） 2 月 14 日㈰以降に各店
舗へ☎問京田辺市商工会（☎ 62-
0093）

スイートポテトを作ろう
2 月 27 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時、

大住児童館 市内に在住する小学校
1 年生～ 18 歳未満の人 先着 20
人 2 月 15 日㈪ 10 時以降に☎問
大住児童館（☎ 68-2225）

親子ふれあいあそび
▼ 2 月 22 日㈪ 1 歳児（H25.4.2

～ H26.4.1 生） お買い物ごっこ
2 月 15 日㈪ 10 時以降に☎▼ 2

月 29 日 ㈪ 0 歳 児（H26.4.2 ～
H27.4.1 生） 手作りおもちゃを
つくろう 2 月 22 日㈪ 10 時以降
に☎。いずれも 10 時～ 11 時、大
住児童館 各回先着 15 組。同館の
第 3 期親子教室参加者を除く問大
住児童館（☎ 68-2225）

はいはいサロン
2 月 16 日㈫ 10 時 30 分～ 11 時

30 分、中部住民センター 6 カ月
までの第 1 子と保護者 看護師の
廣澤真奈巳さんによる育児相談、交
流・情報交換 先着 12 組 100 円

親子の氏名・子どもの生年月日・
住所・☎・ を☎・ 問はいはい・
田 中（ ☎ 090-2350-5105、  
haihai.taichou@gmail.com）

子育てサロン
2 月 19 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分

（受け付けは 9 時 30 分から）、北部
住民センター 大住保育園児の演
奏・親子遊び問松井山手・大住民生
児 童 委 員 協 議 会 ▼ 島 谷（ ☎ 65-
5427）▼松原（☎ 63-3797）

府が婚活を応援
出張相談会
2 月 20 日 ㈯ 10

時～ 16 時、市商工
会館 婚活相談・会
員登録手続き 毎週
㈫～㈯（祝日を除く）
11 時～ 19 時に☎。
当日受付も可問京都
府少子化対策課きょうと婚活応援セ
ン タ ー（ ☎ 075-222-1158、
https://pref-kyoto-konkatsu.
jp/）

文化協会
新規登録サークル募集

市内に在住・通勤・通学する 5

で に 氏 名・ 住 所・ ☎・ 開 催 日 を
NPO 法人ゲートキーパー支援セン
ターへＦＡＸ（ＦＡＸ 075-702-6285）か同
セ ン タ ー （http://monban.
net/）で申し込み問▼京都府福祉・
援護課（☎ 075-414-4628）

ひとり親家庭のつどい
2 月 21 日㈰、社会福祉センター

▼①祝い励ます会（10 時から）＝
市内に在住し、今春小学校に入学

するひとり親家庭の親子 記念品贈
呈▼②親子ふれあいのつどい（10
時 30 分から）＝ 市内に在住する
ひとり親家庭の親子 餅つき大会
②は 2 月 12 日㈮までに☎問▼子育
て支援課（☎ 64-1376）▼社会福
祉協議会（☎ 62-2222）

ひだまりの会
2 月 23 日㈫ 13 時 30 分～ 15 時、

府立洛南寮 市内に在住する高齢者
音楽鑑賞・ゲームなど 2 月 18

日㈭までに☎問社会福祉協議会（☎
62-2222、ＦＡＸ 65-4962）

ひとり親家庭を励ます
知事と新入学児童のつどい
3 月 13 日㈰ 10 時 30 分～ 14 時

30 分、京都テルサ（京都市） 府
内（京都市を除く）に在住し、今春
小学校に入学するひとり親家庭の親
子 レクリエーション・記念品贈呈。
昼食あり 2 月 19 日㈮まで。詳し
くは問い合わせ問▼母子＝京都府母
子寡婦福祉連合会（☎ 075-223-
1360）▼父子＝京都府民生児童委
員協議会（☎ 075-256-7083）

障がい児（者）との
共生を求める集い
2 月 19 日㈮ 10 時～ 11 時 50 分、

中央公民館 テーマ＝白い杖の一人
旅 私の半生の生き方～障がいのあ
る人の自立と共生について考える
～。講師＝臨床心理士の小寺洋一さ
ん問学校教育課（☎ 64-1392）

介護者交流会
2 月 22 日㈪ 13 時 30 分～ 15 時、

社会福祉センター 在宅で介護する
人 栄養教室・ミニ健康講座・懇談・
交流 ☎で申し込み問社会福祉協議
会（☎ 62-2222、ＦＡＸ 65-4962）

介護予防体操
指導者講習会
2 月 26 日㈮ 14 時～ 16 時、老人

福祉センター宝生苑 介護予防体操
の指導者講習会。講師＝健康運動指
導士の村田壮さん 先着 25 人 2
月 25 日㈭までに☎問地域包括支援
センターあんあん宝生苑（☎ 68-
0705）

高校生に給付型奨学金
府内に在住する市民税非課税世

帯のひとり親家庭などの子ども。生

難病相談（膠原病）
2 月 24 日㈬ 13 時～ 15 時 30 分、

山城北保健所綴喜分室 膠原病およ
びその疑いがある人や家族 京都第
一赤十字病院リウマチ内科部長の福
田亙さんによる個別相談と指導・助
言 先着 6 人 2 月 8 日㈪以降に
☎問山城北保健所綴喜分室（☎ 63-
5734）

話の聴き方講座
2 月 14 日㈰ 13 時 30 分～ 16 時、

中央公民館 悩みを抱える家族・仲
間に気付き、声を掛ける方法を学び
ます 先着 50 人 2 月 11 日㈷ま

スポーツに親しむ日
2 月 6 日 ㈯ 9 時 30 分 ～ 12 時、

田辺中央体育館 バドミントン・卓
球・ミニバスケット・跳び箱・ミニ
トランポリン・カローリングなどを
楽しめます 100 円。小学生未満
は無料問田辺中央体育館（☎ 62-
1501）

京都サンガ F.C.
ホームゲームへご招待
① 2 月 28 日㈰、対水戸ホーリー

ホ ッ ク 戦 ② 3 月 20 日 ㈰、 対 V・
ファーレン長崎戦。いずれも 16 時
から、西京極総合運動公園陸上競技
場兼球技場（京都市） 各 10 組
往復はがきの往信用に希望試合・住
所・氏名・☎を、返信用に住所・氏
名を書き、①は 2 月 15 日㈪、②は
3 月 4 日㈮（必着）までに郵送。は
がき 1 枚につき 2 人まで問京都サ
ンガ F.C.「京田辺市広報ご招待」
係（〒 610-0102 城陽市久世上大
谷 89-1、☎ 55-7603）

訂正とお詫び
12 月 に 発 行 し

た「 く ら し の 便 利
帳 2016」に次のと
おり誤りがありまし
た。訂正してお詫び
します▼ 16 ページ
の「大観堂観音寺」は、正しくは「大
御堂観音寺」でした問秘書広報課（☎
64-1320）▼ 69 ページの大住児童
館の住所は、正しくは「大住内山
７」でした問子育て支援課（☎ 64-
1376）

くらしの情報
information ※市への郵便物は、「〒610-0393　○○○課（室）」で届きます。

※特に記載がないものは無料、申込不要（当日受付）です。
※はがきなどでの申し込みは、特に記載がない限り、当日消印
有効・多数抽選です。

＝対象

＝内容

＝定員

＝費用

＝申込方法 ＝電子メール

＝ホームページ＝申込・問合せ先

記号の見方
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【節分】

図書館だより

【中央図書館】
▼毎週土曜日：午後 3 時～
▼毎週水曜日（10 日㈬を除

く )：午後４時～
▼ 3 月 2 日㈬：午後 4 時～
▼ 3 月 5 日㈯：午後 3 時～
【北部分室】
▼毎週土曜日：午前 11 時～
▼ 4 日㈭：午後 3 時 30 分～
▼ 3 月 5 日㈯：午前 11 時～
【中部分室】
▼ 10 日㈬：午後 4 時～
▼ 17 日㈬：午後 4 時～
▼ 3 月 2 日㈬：午後 4 時～
※おはなし会は各日 30 分

▼ 9 日㈫～ 14 日㈰（11 日
㈷を除く）

油絵 和美の会：和美の会
▼ 16 日㈫～ 21 日㈰
やましろ里山の会 総合展：

やましろ里山の会
▼ 23 日㈫～ 28 日㈰（26 日

㈮を除く）
第 9 回いきいき作品展：全

日本年金者組合綴喜支部

先月号の答え：ツ「ア」ー・オブ・ジャパンでした

はがきに次の質問の回答と
郵便番号・住所・氏名・年齢・
日中連絡がつく電話番号を書
いて郵送してください。応募
は広報紙のほか、京田辺市ｅ
モニター（たなモニ）でも受
け付けています。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企
画やご意見など
正解者の中から抽選で 3名
様に、玉露茶器セットをプレ
ゼントします。
個人情報は賞品の発送のみ
に使用します。また、いただ

いた意見や感想は広報紙など
で紹介する場合があります。
なお、ご意見に対する個別回
答はできませんのでご了承く
ださい。
当選発表は、賞品の発送を
もって代えさせていただきま
す。
しめきり＝2月 15日㈪（当
日消印有効）
応募・問合せ先＝秘書広報
課（〒 610-0393〈住所不要〉、
☎ 64-1320）

玉露茶器セット
3名様

【
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

勤
功
章
＝
山
田
博
之

精
績
章
＝
岩
本
真
吾
・
向
井
義
尚

精
勤
章
＝
西
川
佳
男
・
松
本
良
輔
・
近
本

吉
久
・
岡
本
宜
久
・
森
川
哲
也

【
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長
表
彰
】

綴
喜
支
部
長
章
＝
井
内
孝
昭
・
福
田
良
人
・

佐
野
泰
正
・
西
尾
嘉
文
・
木
原
聡
志
・
徳
田

洋
介
・
井
上
孝
宏
・
安
倉
義
典
・
橋
本
岳
・

岡
本
年
明
・
潮
洋
平
・
久
保
充
理
・
山
本
辰

憲
・
岡
井
記
之
・
今
村
泰
雄
・
中
山
貴
博

【
京
田
辺
市
長
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章
＝
竹
村
浩
治
・
芝
裕
章
・

中
島
卓
信
・
矢
尾
壽
章
・
藤
原
克
利
・
木
口

昌
明
・
早
田
陽
輔
・
志
場
吉
洋
・
秋
山
良
太
・

大
串
謙
司
・
大
西
卓
也

功
績
章
＝
宇
野
順
一
・
大
石
俊
之
・
福
田

良
人
・
上
田
健
三
・
西
村
友
宏
・
中
川
和
也
・

安
倉
正
人
・
野
田
博
之
・
小
泉
亮
太
郎
・
上

村
恭
司
・
橋
本
岳
・
吉
川
直
紀
・
宮
川
正
資
・

松
本
一
輝
・
栢
木
大
輔
・
中
川
正
盛
・
久
保

良
太【

消
防
団
長
表
彰
】

団
長
章
＝
勅
使
河
原
寛
・
山
﨑
康
正
・
山

本
高
司
・
森
本
裕
典
・
樺
井
保
典
・
林
宏
幸
・

守
岡
悟
・
西
川
晶
・
西
川
浩
介
・
西
川
耕
造
・

森
村
章
仁
・
岩
井
真
一
・
櫻
井
健
一
・
尾
嵜

泰
啓
・
藤
川
正
信
・
藤
林
敏
行
・
藤
林
和
宏
・

田
宮
愼
一
郎
・
田
宮
賢
一

１
月
１０
日
、
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

で
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
式
に
は
、
地
域
の
安
全･

安
心
を
守
る

消
防
団
・
消
防
署
や
消
防
活
動
支
援
隊
、
地

域
の
自
主
防
災
会
、
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊

な
ど
か
ら
約
３
２
０
人
が
参
加
。
田
辺
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
ほ
か
、
交
通
事
故
を

想
定
し
た
消
火
・
救
助
訓
練
な
ど
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
消
防
車
両
か

ら
の
一
斉
放
水
で
は
、
観
客
か
ら
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員

の
う
ち
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ
先
＝
消
防
総
務
課
（
☎
６３
・

７
８
２
５
）

1 月 8 日、普賢寺小学校
で新春書き初め会が行われ
ました。子どもたちに正し
く丁寧な文字を書いてほし
いと、毎年地元の書道名人
を講師に招いて行っている
恒例行事です。
全校児童が体育館に集
合。長さ約270㎝の紙に「お
正月」「美しい空」「新春の
光」など一文字ずつ交代で
力強く書き上げ、子どもた
ちからは笑顔がこぼれまし
た。
3 年生の小松頼礼くん
は、「大きな筆が初めてだっ
たのでどきどきした。筆は
思ったほど重たくなく楽し
めた」と話してくれました。

圧
巻
の
一
斉
放
水
。
今
年
１
年
の
防
火
や
防
災
を
誓
い
ま
す
。

対
談
の
様
子
は
２
月
３
日
㈬

か
ら
放
送
さ
れ
る
ほ
か
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

市
役
所
に
あ
る
絹
谷
幸
二
さ
ん
の
フ
レ
ス
コ
画
「
光
ふ
る
ま
ち
田

辺
」。太
陽
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
最
新
情
報
や
ま
ち

の
魅
力
を
紹
介
す
る
ｅ
ｏ
光

テ
レ
ビ
の
番
組
「
原
田
伸
郎

の
こ
の
街
え
え
な
ぁ
」
で
本

市
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
１
月
１９
日
、

キ
ャ
ス
タ
ー
の
原
田
伸
郎
さ

ん
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

対
談
で
は
、
本
市
が
豊
か

な
自
然
・
歴
史
・
伝
統
文
化

に
恵
ま
れ
、
交
通
利
便
性
も

良
い
こ
と
や
、
子
育
て
し
や

す
さ
京
都
府
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
目
指
し
子
育
て
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、

京
田
辺
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
産
の
玉
露
で
も

て
な
し
た
と
こ
ろ
、「
甘
い
！

ま
ろ
や
か
で
お
い
し
い
で
す

ね
」
と
気
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
。
対
談
後
、
原
田
さ
ん

は
玉
露
を
扱
う
市
内
の
店
舗

な
ど
を
訪
れ
、
お
茶
の
魅
力

を
満
喫
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
京
田
辺
の
素
晴

ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

フ
レ
ス
コ
画
の
よ
う
に
光
が

降
り
注
ぐ
活
力
あ
る
ま
ち
と

し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

や
本
市
を
訪
れ
る
す
べ
て
の

人
に
、「
こ
の
街
え
え
な
ぁ
」

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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